
飲
食
店
約
三
〇
店

を
展
開
す
る
広
越
�株

（
中
区
富
士
見
町
、

越
智
基
浩
社
長
）は
、

神
奈
川
県
鎌
倉
市
の

リ
ゾ
ー
ト
施
設
「
Ｋ

ク

ー

ラ

リ

ゾ

ー

Ｕ
Ｌ
Ａ

Ｒ
Ｅ
Ｓ
Ｏ

トＲ
Ｔ
」（
湘
南
・
腰
越

海
岸
）
フ
ー
ド
コ
ー

ト
に
、
７
月
１
日
か

ら
８
月
末
ま
で
の
二

ヵ
月
間
限
定
で
テ
イ

ク
ア
ウ
ト
専
用
カ
レ

ー
シ
ョ
ッ
プ
を
出
店

す
る
。
同
シ
ョ
ッ
プ

は
社
内
公
募
で
組
織

し
た
若
手
主
体
の
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
が
運
営
に
当
た
り
、

将
来
は
こ
こ
で
の
店
舗
運
営
ノ
ウ
ハ
ウ
を

生
か
し
、
首
都
圏
な
ど
大
都
市
圏
を
中
心

に
同
形
態
店
の
チ
ェ
ー
ン
展
開
も
目
指
し

た
い
考
え
だ
。

Ｋ
Ｕ
Ｌ
Ａ

Ｒ
Ｅ
Ｓ
Ｏ
Ｒ
Ｔ
は
腰
越
地

区
の
活
性
化
を
目
的
に
、
今
ま
で
に
無
い

オ
シ
ャ
レ
で
高
級
な
�
大
人
の
た
め
の
予

約
の
で
き
る
海
の
家
�「
Ｋ
Ｏ
Ｓ
Ｈ
Ｉ
Ｇ
Ｏ

Ｅ

Ｔ
Ｏ
Ｍ
Ｍ
Ｙ

Ｈ
Ｉ
Ｌ
Ｆ
Ｉ
Ｇ
Ｅ
Ｒ

Ｂ
Ｅ
Ａ
Ｃ
Ｈ

Ｋ
Ｕ
Ｌ
Ａ
」
と
し
て
昨
夏

オ
ー
プ
ン
し
た
。
斬
新
な
コ
ン
セ
プ
ト
か

ら
、
前
半
の
冷
夏
や
長
雨
に
も
か
か
わ
ら

ず
首
都
圏
の
Ｏ
Ｌ
な
ど
女
性
を
中
心
に
期

間
中
に
延
一
五
万
人
を
集
客
し
、
一
躍
夏

の
人
気
ス
ポ
ッ
ト
に
な
っ
た
。
今
年
は
新

た
に
フ
ー
ド
コ
ー
ト
や
ク
ラ
ブ
、
バ
ー
カ

ウ
ン
タ
ー
、
イ
ベ
ン
ト
ス
ペ
ー
ス
な
ど
を

新
設
し
、
夜
も
終
電
ま
で
楽
し
め
る
延
二

〇
〇
〇
�
�
の
リ
ゾ
ー
ト
空
間
へ
拡
大
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
さ
れ
、
こ
れ
に
合
わ
せ
て
同

社
へ
出
店
の
打
診
が
あ
っ
た
。

新
設
の
フ
ー
ド
コ
ー
ト
は
エ
ジ
プ
ト
、

エ
ス
ニ
ッ
ク
な
ど
食
事
一
〇
、
ド
リ
ン
ク

三
の
計
一
三
ブ
ー
ス
。
広
越
で
は
現
在
、

詳
細
を
詰
め
て
い
る
が
、
持
ち
運
び
に
便

利
な
チ
ャ
イ
ニ
ー
ズ
パ
ッ
ク
（
紙
製
）
入

り
の
「
Ｋ
Ｕ
Ｌ
Ａ

Ｃ
ｕ
ｒ
ｒ
ｙ
」
を
主

体
に
販
売
す
る
予
定
。

柳
井
ク
ル
ー
ズ
ホ
テ
ル

店
舗
な
ど
８
室
を
テ
ナ
ン
ト
化

防
予
汽
船
グ
ル
ー
プ
の
�株
柳
井
ク
ル
ー

ズ
ホ
テ
ル（
柳
井
市
南
町
四
丁
目
一
―
一
、

地
田
邦
彦
社
長
）
は
、
ホ
テ
ル
内
の
店
舗

六
室
と
事
務
所
二
室
の
計
八
室
を
テ
ナ
ン

ト
ス
ペ
ー
ス
と
し
て
貸
し
出
す
。

同
ホ
テ
ル
は
国
道
１
８
８
号
線
沿
い
で
、

Ｊ
Ｒ
柳
井
駅
か
ら
は
徒
歩
五
分
。
二
〇
〇

台
分
の
駐
車
場
が
あ
り
、
テ
ナ
ン
ト
は
来

客
用
に
無
料
で
利
用
で
き
る
。
一
階
の
店

舗
三
室
の
面
積
は
そ
れ
ぞ
れ
一
一
八
、
一

五
三
、
七
一
�
�
。
二
階
の
店
舗
は
一
五

九
、
四
五
と
、
美
容
室
一
〇
九
�
�
の
三

室
で
、
美
容
室
は
現
在
使
用
し
て
い
る
器

具
を
そ
の
ま
ま
利
用
で
き
る
。
一
階
の
一

五
三
�
�
と
二
階
の
一
五
九
�
�
は
階
段

で
つ
な
が
っ
て
お
り
、
希
望
で
あ
れ
ば
両

方
使
え
る
。
二
階
の
事
務
所
二
室
は
、
一

四
〇
と
七
二
�
�
。
現
在
は
同
ホ
テ
ル
が

運
営
す
る
ブ
テ
ィ
ッ
ク
な
ど
が
入
居
。

渡
辺
淳
一
著
作

の
「
鈍
感
力
」
と

い
う
本
は
、
精
神

科
的
示
唆
に
富
ん

で
い
る
。
渡
辺
淳

一
は
、元
々
整
形
外
科
の
医
師
で
あ
る
が
、

恋
愛
感
情
の
機
微
を
書
く
小
説
家
と
し
て

お
の
ず
と
精
神
内
界
へ
の
洞
察
も
豊
か
で

正
確
で
あ
る
。

私
も
、
通
常
の
診
察
に
お
い
て
、
こ
の

「
鈍
感
力
」
は
、
精
神
的
な
病
気
に
な
ら

な
い
た
め
の
大
き
な
要
因
で
は
な
い
か
と

考
え
て
い
る
。

例
え
ば
、
同
じ
職
場
環
境
に
あ
っ
て
も

う
つ
病
に
な
る
人
と
そ
う
で
な
い
人
が
い

る
。
う
つ
病
に
な
り
易
い
人
の
典
型
例
を

ひ
と
つ
挙
げ
る
と
、
仕
事
に
対
し
て
熱
心

で
几
帳
面
。
徹
底
的
に
物
事
を
行
い
周
囲

か
ら
は
賞
賛
の
言
葉
を
与
え
ら
れ
る
。
た

だ
、
周
囲
の
評
価
に
過
度
に
敏
感
で
、
絶

え
ず
周
り
か
ら
ど
う
思
わ
れ
て
い
る
の
か

を
気
に
し
て
し
ま
う
の
で
あ
る
。

う
ま
く
仕
事
が
進
ん
で
い
る
時
は
�
仕

事
が
で
き
る
人
�
と
し
て
自
他
共
に
認
め

あ
う
が
、
少
し
で
も
ミ
ス
を
す
る
と
、
何

で
も
な
い
ミ
ス
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず

周
り
は
ど
う
見
て
い
る
の
か
が
気
に
な
り

過
ぎ
、
大
き
な
ス
ト
レ
ス
に
な
っ
て
し
ま

う
。
こ
ん
な
状
態
が
進
む
と
う
つ
病
が
発

症
し
て
し
ま
う
こ
と
も
あ
る
の
で
あ
る
。

こ
こ
で
必
要
な
の
が
「
鈍
感
力
」
で
あ

る
。
人
の
意
見
は
人
の
意
見
と
し
て
冷
静

に
受
け
止
め
、
自
分
の
中
の
ス
ト
レ
ス
を

空
想
的
に
大
き
く
せ
ず
、
現
実
の
仕
事
に

対
し
て
淡
々
と
こ
な
し
て
い
く
こ
と
が
で

き
る
方
が
よ
い
。
そ
の
力
の
源
が
「
鈍
感

力
」
で
あ
る
。

「
鈍
感
力
」
は
何
故
必
要
な
の
か
と
い

う
と
、
精
神
科
で
は
、�
鈍
感
�
の
反
対
語

の
�
敏
感
�
と
関
係
が
あ
る
症
状
が
多
い

た
め
で
あ
る
。

清
潔
に
敏
感
、
視
線
に
敏
感
、
音
に
敏

感
な
ど
は
病
名
で
い
う
と
そ
れ
ぞ
れ
不
潔

恐
怖
、
視
線
恐
怖
、
聴
覚
過
敏
ま
た
は
幻

聴
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

精
神
科
は
敏
感
と
の
戦
い
で
あ
る
。
精

神
科
治
療
は
こ
の
敏
感
か
ら
の
解
放
を
主

体
と
す
る
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。

「
鈍
感
力
」
の
実
行
は
、
病
気
の
予
防

と
し
て
は
重
要
な
概
念
で
あ
る
。し
か
し
、

病
気
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
人
に「
鈍
感
力
」

を
持
て
と
い
う
の
は
単
に
「
頑
張
れ
」
と

励
ま
す
の
と
あ
ま
り
違

い
は
な
い
。

や
は
り
重
要
な
の
は

状
態
に
応
じ
て
の
ア
ド

バ
イ
ス
と
い
う
こ
と
に

な
る
。

鈍
感
力
考

広
島
市
医
師
会
理
事

山
中
ク
リ
ニ
ッ
ク
院
長

山
中

祐
介

KULA RESORT（湘南）に
３
Ｇ
１５

Ｑ
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出
Ｇ

夏季限定テイク
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